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2月4日、21日、28日、3月7日、いずれも役場で心配ごと相談
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　本来なら、町の会計は、一般会計ですべてを処理す
るというのが望ましいことですが、行政が広範囲になっ

たり、目的が異ってきますと、一つの会計で処理する

ことがむずかしくなってきます。

　そのために、特別会計≧いう制度があります。特別

会計は、◎特定の事業を行う場合や、◎特定の歳入を、

特定の歳出にあてたい、といった場合につくられます。

　そして、特別会計は、一つの事業の収支を表わすも

のですから、独立採算制を原則としています。

　こうした条件の中で、町では6つの特別会計がつく
られているのです。

52年度

の特別会言
　
●
　
●
　
●
　
●
　
“は況状算決

團
国
保
事
業
勘
定
　
　
保
鞭
翫
柵
郁
籍
絞
嬬

費
の
必
要
な
人
に
給
付
す
る
、
い
う
な
れ
ば
、
　
“
相
互
扶
助
”
の
目
的
を
も
つ
の
が

こ
の
制
度
で
す
。
昔
は
、
大
病
人
が
出
る
と
、
田
畑
を
手
ば
な
し
な
が
ら
医
療
費
の

工
面
を
し
た
と
か
、
工
面
が
で
き
ず
に
、
苦
し
む
病
人
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
は
、
そ
う
し
た
心
配
も
少
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
保
険
料
と
、
そ
の
倍
以
上
に
も
及
ぶ
国
の
支
出
金
が
財
源
と
な
っ
て
、

お
医
者
さ
ん
に
支
払
う
お
金
（
療
養
給
付
費
）
が
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
療
養
給
付
費
が
少
な
け
れ
ば
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
料
も
少
な
く
て
す
む
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
上
手
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

こ
と
を
忘
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
、
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囹
国
保
施
設
勘
定
・
へ
き
診
・
歯
科
診
会
計

　
病
人
の
診
療
を
し
、
健
康
を
管
理
す
る
。
：
…
・
町
民
す
べ
て
の
健
康
を
願
う
の

が
、
施
設
勘
定
で
あ
り
、
へ
き
地
出
張
診
療
所
会
計
で
あ
り
、
歯
科
診
療
所
会
計
を

設
置
し
て
い
る
目
的
で
す
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
会
計
は
、
特
定
な
歳
入
を
、
特
定
な

歳
出
に
あ
て
る
と
い
う
、
特
別
会
計
の
趣
旨
を
は
っ
き
り
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
歳
入
面
を
見
て
み
ま
す
と
、
皆
さ
ん
が
納
め
て
く
れ
る
医
療
費
（
事
業
勘

定
か
ら
の
支
払
い
も
含
む
）
が
財
源
の
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
そ
し
て
、
歳
出
の
面
で
は
、
す
べ
て
診
療
所
の
運
営
や
治
療
に
要
す
る
薬
代
・
原

材
料
費
な
ど
に
あ
て
ら
れ
る
の
で
す
。
病
人
が
多
け
れ
ば
収
入
が
伸
び
る
、
と
い
っ

た
皮
肉
な
会
計
と
も
い
え
ま
す
が
、
し
か
し
、
そ
う
な
る
と
、
事
業
勘
定
か
ら
の
支

払
い
分
も
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
会
計
に
限
り
、
　
“
赤
字
で
も
い
い
、
健
康
が
何
よ

り
”
、
こ
ん
な
見
方
を
し
た
い
の
で
す
が
：
・
…

　
ミ
ミ
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ミ
ミ
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ミ
§
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
§
ミ
ミ
§
ミ
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
共
済
会
計
は
、
農
作
物
共
済
勘

囹
農
業
共
済
会
計
　
　
定
●
蚕
繭
共
済
勘
定
象
畜
共
済
塑
疋
●

業
務
勘
定
の
四
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
収
入
は
、
皆
さ
ん
が
不
事
の
災

害
に
備
え
て
納
め
て
く
れ
る
共
済
掛
金
が
大
部
分
で
す
。

　
そ
し
て
、
災
害
や
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、
こ
の
共
済
掛
金
が
財
源
と
な

る
ほ
か
、
上
部
機
関
か
ら
く
る
保
険
金
と
あ
わ
せ
、
被
災
者
に
補
償
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
相
互
扶
助
と
補
償
制
度
が
混
合
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
主
流
を
し
め
る
の
は
、
農
作
物
共
済
で
す
が
、
幸
い
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
＼
、

ー
キ
》
ー
ノ
～

ね
女
性
と
年
金

　
今
月
は
、
　
「
女
性
と
年
金
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
昭
和
五
十
二
年
の
簡
易
生
命

表
に
よ
る
と
、
日
本
の
女
性
の

平
均
寿
命
は
前
年
に
比
べ
○
・

六
歳
伸
び
て
、
七
七
・
九
五
歳

に
達
し
、
世
界
で
も
一
、
二
を

争
う
長
寿
国
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
の
平
均
寿
命
は
、

男
性
よ
り
五
年
も
長
生
き
で
す

し
、
一
般
的
に
夫
婦
の
年
齢
差

は
、
奥
さ
ん
の
方
が
ご
主
人
よ

奥さんノ！国民年金に

　　　　加入しましょう。

り
三
歳
若
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

奥
さ
ん
は
普
通
ご
主
人
の
死
後
八
年

間
も
一
人
暮
し
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
八
年
と
い
う
孤
独
な
老
後
を
、
何

に
頼
る
か
と
い
う
こ
と
も
、
今
か
ら

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
で
も
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
そ
の

心
配
は
、
国
民
年
金
が
解
消
し
て
く

れ
ま
す
。
国
民
年
金
は
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
が
希
望
す
れ
ば
加
入

で
き
る
道
を
ひ
ら
い
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、
夫
婦

そ
ろ
っ
て
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
し
、
ま
さ
か
の
と
き
に
は
、
障
害

年
金
や
母
子
年
金
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
に
、
奥
さ
ん
の
結
婚
期
間
（

2
｝
ー
〈
f
し
」

　
9

”
げ

を
醜．

“

V〉〆

任
意
加
入
で
き
た
期
間
）
に
つ
い
て

は
、
国
民
年
金
の
加
入
期
間
（
た
だ

し
、
年
金
額
の
計
算
に
は
含
ま
れ
ま

　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
の

せ
ん
）
と
し
て
み
な
さ
れ
ま
す
し
、

結
婚
以
前
に
、
年
金
の
経
験
（
厚
生

年
金
な
ど
の
公
的
年
金
一
年
以
上
）

が
あ
れ
ば
、
そ
の
期
間
も
合
算
と
な

り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
一
か
月
二
千
七
百
三

十
円
（
五
十
四
年
四
月
か
ら
は
三
千

三
百
円
）
で
す
が
、
よ
り
高
額
な
老

齢
年
金
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
付

加
保
険
料
一
か
月
四
百
円
を
合
わ
せ

て
か
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
だ
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

な
い
奥
さ
ん
〃
”
、
早
速
加
入
し
て
、

“
老
後
”
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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ベニ
年
度
は
、
豊
作
で
被
害
も
少
な
く
、
多
額
の
黒
｛
・
r
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
万
一
の
大
規
模
な
災
害
発
生
に
備
え
、
そ
の

補
償
に
見
合
う
財
源
を
、
常
に
確
保
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
の
も
、
こ
の
会
計
の
特
徴
的
な
と
こ

ろ
で
す
。
病
虫
害
な
ど
の
被
害
を
、
最
少
限
に
く
い
と
め

　
　
　
　
　
　
る
た
め
に
、
防
除
器
具
な
ど
の
充
実
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

331，430千円出

添
歳《国保事業勘定》

f呆険料

lOO，600

療川給付費
　　297，295

その他

　19，618

　346，117千円

￥1／／，．．

入歳

　国庫支出金

　　　　　225，899

讐灘灘夢

48，967千円歳出

《国保施設勘定》《歯科診会計》

53，959千円歳入
、ll1∠

§総
施設管理費

　23，494
鰭繍：｛醤

医業費21，539
N／

診療収入
　　46，678

歳入　24，082千円　　　　　歳出23・429千円

　　　　　　　　　　施設管理費　　￥、1ノ

麟．癒’粥医業鼎
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縣購i羅饗
鰹難難
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55，590千円　　　　　　　　総務管理費

　　　　　　　　　　　　　20，632
　　、レ　　　水稲共済掛金

　　　　　　　　　9，376

14，467千円

　　《仙田へき診会計》

歳入12，410千円　　歳出

その他

　　9，513

県支出金
　　13，946

繰越金　13，825
　　一　　＿，　＿99σ層ρーり響り，－

磯覇灘験軸

Al乙

その他一
　　18，443

　　　　　　《簡易水道会計》

歳入92，411千円　　　　　　　　　歳出96，023千円

￥／／　　簡水建設事業費
　　　　　　　　　　　　　　　　＼￥　　　　　　　　　　　　68，082

　　　　　　　　　加入金・水
　国庫支出金　　　　道使用料
　　　　26・510　　18，331

　起　債39，300　　　施設管理費・
　　＿　　　　　14，412竣麟姦舞i薄鱒
　　　　　　　　　　公債費7，327
その他

　8，270　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62∩？

医業費3，821
L＿　＿．＿　＿　一　＿　監　－　－　覧　、∠

診療収入

’6，330

　　　施設管理費

　　　　8，362’

その他

2，284

圃
簡
易
水
道
事
業
会
計

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
年
次
計
画
に
よ
り
建
設
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
五
十
二
年
度
の
場
合
、
室
島
地
区
の
簡
水
が
完
成

し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
室
島
地
区
の
水
道
加
入
金
（
負

担
金
）
と
、
す
で
に
給
水
し
て
い
る
中
仙
田
・
橘
・
赤
谷
・

木
落
地
区
の
水
道
使
用
料
が
、
大
き
な
収
入
源
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
建
設
段
階
で
は
、
多
額
の
費
用
が
必
要
な
た
め
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
や
起
債
の
ほ
か
、
建
設
に
対
す
る
国

の
補
助
金
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
施
設
の
建
設
費
に
大
部
分
を
注
ぐ
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
に
で
き
あ
が
っ
て
い
る
所
の
維
持
管
理
費
、

借
金
の
返
済
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
千
手
・
上
野
両
地
区
の
水
道
に
つ
い
て
は
、
別
に

企
業
会
計
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

，

「
その他2，272

県支出金
　　3，808
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所
得
税
の
確
定
申
告
書
、
町
県
民
税
申
告
書
の
提
出
期
限
は
三
月
十
五
日
で

す
。
次
の
点
に
ご
注
意
の
う
え
、
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、
町
県
民
税
の
申
告
は
不
用
で
す
。

　
壁
疋
申
告
の
用
紙
は
、
税
務
署
か
ら

直
接
申
告
者
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
ま
も
な
く
申
告
相
談
に
つ

い
て
の
は
が
き
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

指
定
の
日
時
・
場
所
で
申
告
相
談
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
白
色
申
告
の
方
で
農
業
所
得
の
あ
る

方
は
、
役
場
の
税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
　
（
税
務
署
に
は
、
白
色
農
業
所

得
計
算
の
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
。
）

　
申
告
書
が
送
付
さ
れ
た
方
で
も
、
計

算
の
結
果
、
所
得
税
の
で
な
か
っ
た
方

は
、
壁
疋
申
告
は
不
用
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
町
県
民
税
の
申
告
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ
な
い
方
で

も
、
す
で
に
納
め
た
所
得
税
の
還
付
請

求
を
す
る
場
合
は
、
壁
疋
申
告
が
必
要

で
す
。
こ
の
用
紙
は
、
役
場
に
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
還
付
請
求
と
は
、
た
と
え
ば
、
出
か

せ
ぎ
先
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
と
き
、
火

災
・
水
害
・
盗
難
等
で
損
害
を
受
け
た

と
き
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と

き
、
住
宅
を
新
築
し
た
等
で
、
住
宅
取

得
控
除
を
受
け
た
い
と
き
、
な
ど
の
場

合
で
す
。

◎
確
定
申
告
の
相
談
日

．
二
月
二
十
一
・
二
十
二
・
二
十
三
日

　
は
川
西
町
役
場
で
。

．
三
月
五
・
六
日
は
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

　
い
ず
れ
も
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
で
す
。

　
川
西
町
に
住
所
を
有
し
、
昭
和
五
十

三
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
方
で
、
確
定

申
告
を
し
た
人
以
外
の
人
は
、
町
県
民

税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で

あ
り
、
そ
の
給
与
の
支
払
い
者
か
ら
給

与
支
払
い
報
告
書
が
役
場
へ
提
出
さ
れ

て
い
る
方
は
、
申
告
は
不
用
で
す
。

　
申
告
書
及
び
記
入
の
手
び
き
は
、
後

出かせぎの皆さん
　
　
　
！

　
　
1
噸

　
　
　
を

似
之皐

な全
年
々
高
齢
化

出
か
せ
ぎ
の
人
ロ

　
町
内
か
ら
の
出
か
せ
ぎ
も
、

高
度
経
済
成
長
期
と
い
わ
れ

た
昭
和
四
十
年
こ
ろ
は
、
五

百
人
に
も
達
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
二
百
人
前
後
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
出
か
せ
ぎ
の
形

態
も
、
生
活
水
準
の
向
上
を

求
め
る
と
い
う
も
の
が
多
く
、

出
か
せ
ぎ
者
も
世
帯
主
が
大

半
を
し
め
、
高
齢
化
し
て
来

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
模
様
は
、
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

出かせぎ先及び年齢など

　　　　　　　　54．2．1現在町届出済のみ

地　域 別 産　業　別 年　代 別

東京都 73人 小売業 5人 ～20 2
千葉県 7 建設業 31 21～30 10
神奈川県 26 製造業 69 31～40 20
埼玉県 7 サービス業 21 41～50 47
群馬県 1 運送業 1 51～60 40
愛知県 4 61～70 8
太阪府 7
奈良県 1
兵庫県 1
計 127 127 127

●
　
●
　
●

　
　
囹
働
い
て
い
る

　
　
　
　
　
と
き
の
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
に
。

　
　
現
場
の
「
き
ま
り
」
や
「
注
意
」

　
を
よ
く
守
り
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

◎
作
業
環
境
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
働
く
環
境
や
現
場
が
危
険
な
と
き

　
に
は
、
責
任
者
に
話
し
て
直
し
て
も

　
ら
う
か
、
や
め
て
も
ら
う
よ
う
に
し

　
ま
し
ょ
う
。

◎
働
い
た
記
録
は
メ
モ
を
忘
れ
ず
に
。

　
　
働
い
た
場
合
は
、
そ
の
状
況
を
よ

　
く
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
働
く
場
所
や
事
業
所
が
変
わ
っ
た
ら
、

新
し
い
所
を
家
族
・
役
場
・
安
定
所
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
ゆ
く
え
不
明
や
音
信
不
通
と
い
っ

　
た
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ

　
け
早
く
連
絡
し
、
居
所
を
い
つ
も
は

　
っ
き
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。



、
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日
嘱
託
員
に
お
願
い
し
て
配
布
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
記
入
方
法
は
例
年
の
と
お
り
で
す
が
、

不
明
の
方
は
、
申
告
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

減
免
さ
れ
ま
す

身
障
者
の
自
動
車
税

　
身
体
障
害
者
用
の
自
動
車
に
対
し
て

は
、
自
動
車
税
及
び
自
動
車
取
得
税
の

減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
車
を
お
も
ち
の
方
は
、
今

月
二
十
八
日
ま
で
に
、
十
日
町
財
務
事

務
所
か
役
場
税
務
課
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

．
～
●
～
●
～
●
～
…
●
聖
～
●
～
●
～
●
～
●
～
○
～
●
～
●
～
●
～

一保母の募集一
町では、次により保母を募集してい
ます。

※勤務場所　町立保育園

※募集人員　若干名

※応蕩条件　保母資格取得者または3
　　　　　　月中に取得見込みの者．

※採用時期　54年4月1日．

※応募しめ切り　今月末日．

※応募方法　　・履歴書・身上書（市販

　　　　　　　用紙使用のこと）

　　　　　　・学業成績証明書（最終
　　　　　　　学校分）在学中の者は、

　　　　　　　最終学期分とする．

　　　　　　・所有免許状の写または

　　　　　　　取得見込み証明書．

　　　　　　・健康診断書．

　　上記各1通を役場総務課へ提出の
　　こと．

※選　考　3月中（後刻通知します。）

～
●
～
の
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
≧
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～

保
険
料
の

　
　
前
納
は
い
か
が
…

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
年
金
係
か
ら
〉

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
、
｝
年
分
前

納
す
る
と
い
う
制
度
の
あ
る
の
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。

　
前
納
す
る
と
、
保
険
料
が
割
り
引
き

と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
月
々
の
手
数

が
は
ぶ
け
、
便
利
な
の
で
、
年
々
利
用

す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
こ
の
保
険
料
の
前
納
希
望

を
と
り
ま
と
め
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
前
納
者
に
つ
い
て
も
、
四
月

に
な
り
ま
す
と
一
年
分
の
令
書
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。

　
も
し
、
変
更
し
た
い
方
、
新
し
く
前

納
し
た
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
今
月

囹
事
故
な
ど
が

　
　
　
　
起
き
た
と
き
は

◎
事
業
所
の
責
任
者
に
、
労
災
保
険
の

手
続
き
や
証
明
書
の
記
入
を
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

　
　
災
害
が
業
務
上
で
あ
る
こ
と
の
証

　
明
を
事
業
主
か
ら
受
け
、
各
請
求
書

　
を
作
っ
て
も
ら
い
、
就
労
地
の
監
督

　
署
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

◎
病
院
を
変
え
る
と
き
は
、
事
業
所
の

責
任
者
に
証
明
書
を
書
い
て
も
ら
い
ま

し
ょ
・
つ
。

　
　
け
が
等
で
入
院
し
て
、
病
院
を
変

　
え
る
と
き
は
、
必
ず
証
明
書
を
書
い

　
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

囹
ふ
る
さ
と
へ

　
　
　
　
　
帰
る
と
き
は

◎
い
つ
ご
ろ
仕
事
を
や
め
て
帰
る
の
か
、

現
場
の
責
任
者
な
ど
に
知
ら
せ
て
お
き

ま
し
ょ
・
つ
。

◎
金
銭
の
貸
し
借
り
な
ど
が
あ
っ
た
ら
、

き
ち
ん
と
始
末
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
賃
金
の
未
払
い
が
あ
る
場
合
は
、
確

認
を
忘
れ
ず
に
。

◎
就
労
し
た
事
業
所
へ
、
こ
の
次
も
希

望
す
る
と
き
は
、
季
節
労
務
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
た
し
か
め
、
次
回
の
就
労

に
つ
い
て
お
願
い
し
て
お
い
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
無
事
仕
事
を
終
え
、
な
つ
か
し
い
ふ

る
さ
と
へ
帰
る
と
き
は
、
再
び
リ
ー
ダ

ー
を
中
心
に
、
み
ん
な
が
そ
ろ
っ
て
、

元
気
に
お
帰
り
く
だ
さ
い
。

囹
帰
っ
て
来
た
と
き
は

　
出
か
せ
ぎ
か
ら
帰
っ
た
ら
、
役
場
・

農
協
で
次
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
年
金
（
役
場
年
金
係
）

　
出
か
せ
ぎ
の
た
め
、
一
時
的
に
国
民

年
金
を
脱
退
し
た
人
は
、
再
び
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
場
合
、
就
労
先
の
厚
生
年
金
を

脱
退
し
た
正
確
な
月
日
を
届
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
こ
ち
ら
で
国
民
年
金
を

掛
け
、
厚
生
年
金
に
も
加
入
し
て
い
た

と
い
う
人
は
、
厚
生
年
金
が
優
先
で
す
。

の
で
、
厚
生
年
金
の
加
入
と
脱
退
の
月

日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
重
複
期
間

分
の
国
民
年
金
掛
金
を
お
返
し
し
ま
す
。

　
お
返
し
す
る
場
合
は
、
金
融
機
関
の

受
領
印
が
押
さ
れ
た
国
民
年
金
の
納
付

済
証
と
印
か
ん
が
必
要
で
す
の
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
健
康
保
険
（
役
場
保
険
係
）

　
健
保
（
社
会
保
険
）
に
加
入
し
て
い

た
人
は
、
会
社
を
や
め
た
日
を
届
け
て

く
だ
さ
い
。

　
⑬
保
険
証
を
利
用
し
た
人
は
、
普
通

の
保
険
証
と
い
っ
し
ょ
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
両
方
の
保
険
証
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
就
労
期

間
中
、
国
保
と
健
保
の
両
方
に
加
入
し

て
い
た
人
は
、
健
保
加
入
期
間
と
そ
の

記
号
番
号
を
お
届
け
く
だ
さ
い
。

◎
農
業
者
年
金
期
間
継
続
手
続
き
（
農

協
本
所
）

　
農
業
者
年
金
加
入
者
で
、
就
労
先
の

厚
生
年
金
に
加
入
し
た
人
は
、
出
か
せ

ぎ
の
際
、
役
場
か
農
協
で
渡
し
た
「
勤

務
期
間
等
証
明
書
」
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
こ
の
用
紙
に
雇
用
主
か
ら
証
明

を
も
ら
い
、
農
協
の
本
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
を
提
出
し
て
い
た
だ

か
な
い
と
、
農
業
者
年
金
の
期
間
継
続

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

末
日
ま
で
に
社
会
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
　
（
有
線
ご
二
三
二
）

　
な
お
、
四
月
か
ら
は
、
保
険
料
が
月

三
千
三
百
円
に
な
り
ま
す
の
で
、
一
年

分
を
前
納
す
る
人
は
、
定
額
で
三
万
八

千
六
百
四
十
円
、
附
加
加
入
者
は
、
四

万
三
千
三
百
二
十
円
と
な
り
ま
す
。

i萎iiiiiiii

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
　
…
…
…
②

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
千
手
地
区

○
県
営
住
宅
・
内
川
洋

【
上
野
地
区

○
上
野
・
松
沢
真
、
○
元
町
・
押
木
増

雄
、
○
新
町
新
田
・
若
山
清
子
、
○
下

平
新
田
・
上
村
栄
一
、
〇
三
領
・
高
橋

久
米
、
○
小
根
岸
・
高
橋
菊
松

【
橘
地
区
】

○
仁
田
・
須
藤
亮
助
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鑛児童手当
緯支払いました・

馨ア金罎覧

　
今
月
十
日
は
、
児
童
手
当
（
十
～
一

月
分
）
の
振
込
日
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、

金
融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
児
童
手
当
は
、
本
人
か
ら
申
し
出

（
該
当
す
る
日
）
の
あ
っ
た
翌
月
分
か
ら

支
給
さ
れ
、
該
当
し
な
く
な
っ
た
日
の

属
す
る
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

ヤ

動

肇
難

　
　
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
今
昔

　
私
は
仙
田
に
生
ま
れ
、
仙
田
小
学

校
を
終
え
る
と
と
も
に
上
京
し
ま
し

た
。
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る

こ
と
は
、
雪
に
と
じ
込
め
ら
れ
た
長

い
冬
の
、
あ
の
重
苦
し
い
毎
日
の
生

活
で
す
。

　
毎
年
、
十
月
に
入
る
と
、
冬
ご
も

り
の
準
備
に
大
変
で
し
た
。
衣
類
・

食
糧
の
貯
蔵
・
燃
料
の
確
保
な
ど
は

子
供
た
ち
に
も
分
担
が
あ
り
ま
し
た
。

　
き
び
し
い
冬
将
軍
の
到
来
と
と
も

に
、
交
通
機
関
は
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
、

粗
食
に
耐
え
な
が
ら
、
米
つ
き
や
わ

ら
工
品
作
り
、
夜
は
ラ
ン
プ
の
下
で

付
け
木
作
り
の
内
職
、
…
ま
る
で
原

始
時
代
の
お
も
も
ち
で
し
た
。

　
猛
吹
雪
の
毎
日
に
は
、
尊
い
人
命

を
な
く
す
事
故
も
毎
年
各
地
で
起
こ

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
児
童
手
当
は
、
各
市
町

村
別
の
支
給
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

受
給
者
が
他
へ
転
出
さ
れ
た
場
合
は
、

必
ず
社
会
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
と
、

転
出
先
で
受
給
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

豊
島
区

．
跡
謙
ず
’

犠
感
譲
．
、
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
『
・
・
噸

の
感
高
橋
俊
平
さ
ん

　
昭
和
三
十
一
年
九
月
、
仙
田
も
川

西
町
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
、

世
の
中
が
便
利
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

仙
田
の
人
口
は
減
少
し
、
学
校
教
育

に
も
、
い
ろ
い
ろ
と
支
障
が
あ
ら
わ

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
に
は
高
校
の
仙
田

分
校
が
閉
校
、
百
年
以
上
の
歴
史
を

も
つ
仙
田
小
や
、
赤
岩
小
・
中
仙
田

小
が
四
十
九
年
三
月
、
吹
雪
の
中
で

閉
校
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
翌
四
月

に
は
、
ま
新
し
い
鉄
筋
建
て
の
新
生

仙
田
小
学
校
の
開
校
式
が
、
力
強
く

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
や
学
校
が
な
く
な
っ
て
も
、
す

べ
て
消
滅
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
大
き
く

発
展
し
て
行
く
過
程
だ
と
思
う
の
で

す
。
そ
し
て
私
は
、
こ
う
し
た
歴
史

・
離
町

・
職
業

大
正
B
年

会
社
社
長

（
六
十
八
歳
）

こ
そ
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
四
十
九
年
十
月
に
は
、
待
望
の
国

道
二
五
二
号
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
社
会
活
動
は
道
路
か
ら

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
潟
県
の

東
か
ら
西
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
こ
の

道
路
に
は
、
仙
田
を
始
め
川
西
町
の

人
々
の
大
き
な
期
待
が
あ
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　
川
西
町
は
、
根
津
町
長
を
中
心
に
、

近
代
的
な
明
る
い
町
づ
く
り
を
進
め
、

優
良
町
と
し
て
、
名
誉
あ
る
受
彰
を

さ
れ
た
と
聞
き
、
私
ど
も
も
大
変
な

誇
り
と
し
て
い
ま
す
。

　
移
り
変
わ
っ
た
ふ
る
さ
と
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　　　　　　聡慈．薦’
，．．畷煽簸：

鴨
“
ξ

わ
し
の
　
　
襯

　
　
　
　
　
　
自
慢
観

蛋
鴬
彊
鳶
薄
澤
鰭
嬬
激
聯
襲
融
属
鞭
艦
伽
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
コ
イ
ン
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て
五

十
余
年
、
ブ
ー
ム
に
関
係
な
く
コ
ツ
コ

　
ツ
と
収
集
に
励
む
羽
鳥
さ
ん
の
宝
は
、

　
ゼ
ニ
の
山
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
く
ほ
ん

　
　
「
小
学
校
の
こ
ろ
、
親
が
読
本
の
代

金
に
と
く
れ
た
銀
貨
が
、
ど
う
し
て
も

使
う
気
に
な
れ
な
く
て
…
…
上
級
生
の

使
い
古
し
た
読
本
を
借
り
て
、
そ
の
お

金
は
大
切
に
保
存
し
て
お
き
ま
し
た
。
」

　
　
そ
れ
が
コ
イ
ン
と
の
出
合
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん

　
　
古
い
も
の
は
、
西
歴
七
百
年
代
の
神

隷
寮
蘇
黙
●
難
馨
な
ど
、

　
新
し
い
も
の
は
、
つ
い
最
近
の
記
念
銀

　
貨
、
十
円
玉
、
五
十
円
玉
と
続
く
。

　
　
七
百
年
代
の
貨
幣
は
、
わ
が
国
で
最

　
初
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
な
の
だ
そ
う
だ
。

　
　
「
大
勢
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
く
れ

　
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
集
め
ら
れ
た
の
も

　
皆
さ
ん
の
お
か
げ
な
ん
で
す
。
」

　
　
だ
か
ら
、
自
分
で
集
め
た
も
の
も
含

め
、
そ
の
一
枚
一
枚
に
秘
め
ら
れ
た
思

い
出
は
、
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
。

中
で
も
、
一
番
の
自
慢
品
は
“
享
保

小
判
”
、
品
数
が
少
な
い
も
の
だ
け
に
、

ち
ょ
つ
と
、
値
段
も
は
る
よ
う
だ
。

　
「
め
ざ
す
コ
イ
ン
を
、
長
岡
ま
で
買

い
に
行
き
ま
し
た
が
、
帰
り
の
バ
ス
賃

ま
で
使
い
は
た
し
、
途
中
か
ら
歩
い
て

来
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
」

　
「
東
京
で
そ
ば
屋
の
小
僧
を
し
て
い

た
と
き
、
ウ
イ
ン
ド
ー
に
並
ぶ
一
円
銀

貨
が
欲
し
く
て
欲
し
く
て
…
…
配
達
の

行
き
来
に
は
必
ず
の
ぞ
き
込
ん
だ
も
の

で
す
。
念
願
か
な
っ
て
、
そ
れ
を
手
に

し
た
と
き
は
、
も
う
夢
ご
こ
ち
で
し
た
切

　
月
給
が
五
円
の
と
き
、
そ
の
一
円
銀

貨
は
三
円
だ
っ
た
と
い
う
。

　
生
活
を
き
り
つ
め
、
検
約
に
検
約
を

重
ね
て
、
ひ
た
す
ら
集
め
た
コ
イ
ン
、

「
高
貨
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と

謙
そ
ん
し
き
り
だ
が
、
羽
鳥
さ
ん
の
人

生
を
語
る
に

足
る
数
々
で

も
あ
っ
た
。

嚢
灘
、
驚
講

難
辮
欝
．
調

難
灘
、
藍

攣懸
礁
麟

ンにとりつかれ

　54余年
コイ

羽鳥栄一さん仁田
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7名に
米寿のお祝い

　今年も、88歳を迎えられた

方々を、町長が訪問し、記念の

座ぶとんを贈りました。

　今年お祝いを受けられたのは、

明治25年生まれの次の方々です。　齢

かっこ内は世帯主です。　　　　　鑑

～
ビ
く
k
（
～
ξ

／　保坂　竜三（五郎作）沖　立

／高橋徳τ（献郎）伊友
　　小海　政治（梅太郎）小根岸

　　山ロタツ（要）仁田
1丸山周作（康一）原田

ξ
　　金井　ミキ（正　吉）越ケ沢

　　長谷川千代松（徳栄）赤　谷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲座ぶとんを受ける伊友の高橋徳一さん。
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54
・
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
晒

　
（
運
転
者
向
け
）

せ
ま
い
道
　
大
き
く
広
げ
る
　
ゆ
ず
り
あ
い

　
（
歩
行
者
向
け
）

曲
が
り
か
ど
　
い
つ
も
危
険
が
　
か
く
れ
て
る

　
（
こ
ど
も
向
け
）

や
っ
て
る
か
い
　
一
度
止
ま
っ
て
　
右
　
左

9199。．”o餌OIO”80”量lo81Il川IO川oOII匿匿1”IIIη1恥11川1川18Illl11101

晴
内
謬

黒超＼　
　
　
ら
覧
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
1
璽
覧
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、

　
　
3
曜
竃
監
、
、

大昔をかいまみる…

山岸さんから

　無土器時代の遺物を
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皆
さ
ん
、
大
昔
の
世
界

を
か
い
ま
見
る
の
は
い
か

が
で
す
か
。

　
ま
ず
、
こ
と
の
発
端
か

ら
ど
う
ぞ
。

　
新
春
早
々
の
こ
と
で
す
。
霜
条

の
山
岸
真
治
さ
ん
か
ら
、
　
「
私
が

子
供
の
こ
ろ
か
ら
集
め
て
い
た
も

の
で
す
が
、
私
の
手
元
に
置
い
て

い
て
も
役
立
ち
そ
う
に
あ
り
ま
せ

ん
。
歴
史
を
研
究
す
る
人
た
ち
に
、

少
し
で
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
持
参
し
ま
し
た
。
」

と
、
写
真
の
よ
う
な
土
器
・
石
器

類
多
数
が
町
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
山
岸
さ
ん
が
、
大
昔
の
遺
物
に

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

遠
く
小
学
生
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。

　
霜
条
部
落
の
上
段
に
、
平
林
（
た

　
　
　
い
ら
ば
や
し
）
と
い
う
所

が
あ
り
ま
す
が
、
た
ま
た

ま
そ
こ
で
、
一
片
の
土
器

　灘麟↓
山
岸
さ
ん
寄
贈
の
土

↑
器
・
石
器
の
『
部

の
か
け
ら
を
手
に
し
ま
し
た
。
さ
が
し

ま
わ
る
と
あ
ち
こ
ち
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
の
も
の
が
現
わ
れ
ま
す
。

　
以
来
、
土
器
類
の
と
り
こ
に
な
っ
た

山
岸
さ
ん
は
、
足
し
げ
く
こ
の
平
林
に

通
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
原
形
を
と
ど

め
て
い
る
も
の
を
中
心
に
保
存
し
て
い

た
と
い
う
の
が
、
こ
の
ほ
ど
の
寄
贈
の

も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
思
わ
ぬ
貴
重
な
贈
り
も

の
に
大
喜
び
な
の
は
町
社
会
教
育
課
。

い
ず
れ
、
民
俗
資
料
館
に
陳
列
す
る
こ

と
に
な
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
前
に
と
、

た
め
つ
す
が
め
つ
、
遠
い
昔
に
興
味
し

ん
し
ん
の
風
情
な
の
で
す
。

　
そ
の
当
時
、
こ
の
辺
一
帯
は
ど
ん
な

状
況
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
こ
ろ
の
人
た

ち
の
生
活
は
？
？
…
…
、
以
下
、
だ
れ

も
が
知
り
た
い
先
人
た
ち
の
姿
を
、
文

献
に
て
ら
し
て
社
会
教
育
課
長
か
ら
推

定
を
加
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
山
岸
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の

は
、
細
石
器
類
と
土
器
（
破
片
）
類
の

二
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。
細
石
器
と
い

う
の
は
、
無
土
器
時
代
に
使
わ
れ
て
い

た
も
の
で
、
石
ヤ
ジ
リ
・
磨
製
石
オ
ノ

な
ど
の
総
称
で
す
。
　
（
写
真
上
）
、
今

か
ら
一
万
年
も
前
の
話
で
す
。

　
こ
の
中
に
棒
状
み
も
の
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
を
石
棒
（
せ
き
ぼ
う
）
と

い
っ
て
、
当
時
、
指
揮
監
督
の
地
位
に

あ
っ
た
者
が
持
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
権
力
の
象
徴
と
も
い
わ
れ
る
も

の
で
す
か
ら
、
一
万
年
前
の
昔
に
は
、

こ
の
辺
一
帯
を
さ
い
配
し
た
人
が
、
霜

条
の
平
林
に
い
た
、
と
い
う
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」

　
そ
の
昔
、
東
部
地
区
の
山
ふ
と
こ
ろ

は
、
生
活
に
格
好
の
場
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
す
ぐ
裏
は
山
、
前
の
方
は
川
、

そ
こ
で
人
々
は
獣
を
追
い
、
魚
を
採
っ

て
、
そ
の
日
暮
し
の
生
活
を
営
な
ん
で

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
顔
は

ヒ
ゲ
だ
ら
け
、
体
に
は
獣
皮
を
か
ら
め
、

石
オ
ノ
や
ヤ
リ
を
手
に
し
た
原
始
人
た

ち
が
…
…
そ
の
証
拠
に
は
、
町
内
の
中

央
を
走
る
山
ふ
と
こ
ろ
か
ら
は
、
そ
う

し
た
遺
物
の
数
々
が
、
南
か
ら
北
ま
で

散
見
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
一
方
、
写
真
下
の
土
器
の
破
片
は
、

「
縄
文
時
代
の
後
期
の
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
今
か
ら
四
千
年
く
ら
い
前
で
し

ょ
う
。
こ
の
破
片
に
描
い
て
あ
る
模
様

が
判
別
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
貴
重
な
も

の
に
な
る
の
で
す
が
…
…
…
。
」

　
地
球
は
、
何
千
年
か
の
サ
イ
ク
ル
で

高
温
期
に
な
り
低
温
期
に
な
る
と
い
い

ま
す
。
縄
文
時
代
中
期
ま
で
は
、
高
温

期
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、
識
者
の
見

方
で
す
が
、
こ
の
土
器
の
破
片
で
は
、

そ
こ
ま
で
は
知
り
つ
く
せ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
本
当
に
大
昔
の
人

た
ち
は
、
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
…
…
…
…
…
。
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今
月
は
、
ね
ん
ざ
と
骨
折
に
つ
い

て
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

◎
ね
ん
ざ
と
は
、

　
運
動
や
競
技
で
無
理
を
し
た
り
、

げ
た
ば
き
で
踏
み
ち
が
え
た
り
し
て

起
こ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

　
ね
ん
ざ
は
、
関
節
が
は
れ
あ
が
り
、

少
し
で
も
動
か
す
と
非
常
に
痛
み
ま

す
。
痛
い
部
分
に
は
、
タ
オ
ル
な
ど

で
冷
た
い
湿
布
を
し
、
関
節
の
位
置

に
合
う
よ
う
な
副
木
を
当
て
て
包
帯

を
し
ま
す
。

　
な
お
、
骨
折
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
レ

こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
折
れ
た
骨
は

元
に
も
ど
し
、
正
し
い
位
置
で
結
合

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
た

い
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
も
、

す
ぐ
病
院
で
手
当
て
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
そ
の
と
き
、
骨
折
部
分
に
や
わ
ら

か
い
布
か
綿
を
当
て
、
あ
り
あ
わ
せ

の
木
・
竹
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
、
な

る
べ
く
長
い
副
木
を
当
て
、
骨
折
部

分
が
絶
対
に
動
か
な
い
よ
う
に
固
定

し
、
す
ぐ
病
院
に
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

も
し
、
骨
折
部
分
の
皮
膚
が
破
れ
て

い
た
ら
、
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
を
当
て
て

騒霧
　
　
㎜
翻

　
．
．
”
．
魏
．
軸

ね
ん
ざ
と

　
　
　
　
　
　
骨
折
の
手
当

礪
ン
ト
ゲ
ン
の
あ
る
専
門

医
で
手
当
て
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

◎
骨
折
は
、

　
骨
折
を
す
る
と
、
そ

の
部
分
が
は
れ
、
お
す

と
非
常
に
痛
み
が
あ
り

ま
す
。
足
な
ら
立
つ
こ

と
が
で
き
ず
、
腕
な
ら

動
か
す
こ
と
が
不
可
能

と
な
り
ま
す
。

　
折
れ
た
骨
に
よ
っ
て
、

周
囲
の
内
臓
や
神
経
、

血
管
な
ど
を
傷
つ
け
る

か
ら
ほ
う
た
い
を
し
、
副
木
を
当
て

て
く
だ
さ
“
。

　
ケ
ガ
は
、
ち
ょ
つ
と
の
油
断
が
も

と
で
起
り
ま
す
。
日
ご
ろ
体
の
調
子

を
整
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

寝
不
足
・
疲
労
・
神
経
の
イ
ラ
イ
ラ

し
て
い
る
と
き
に
は
、
特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

ねんざした部分を高

くして湿布でひやす

　
う

　
一
1

、
＼

蘭
善∫意生

前
に
、

ご
厚
意
に
対
し
、

次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

・
父
由
松
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
相
崎

寅
松
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
二
万
円
。

・
父
平
治
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
渡
辺

孝
平
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
五
千
円
。

・
儀
母
富
井
ナ
ツ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ

た
上
村
美
知
夫
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
二

万
円
。

・
母
初
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
田
口
秀

正
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
二
万
円
。

恵
ま
れ
な
い
人
に

清
水
君
兄
弟
が

　
お
年
玉
の
一
部
を

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

　
　
　
感
謝
の
意
を
こ
め
て

※
上
町
の
清
水
道
晃
君
（
千
手
小
六
年
）
、

道
亘
君
（
同
四
年
）
の
兄
弟
か
ら
、

ソ
　
小
わ
ビ

噸
　
　
　
　
　
　
　
　
畔
壇

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
木
島
町
山
賀
芹
子

○
公
園
の
大
冬
晴
を
仰
ぎ
見
し

○
雪
晴
の
川
を
隔
て
し
街
な
り
し

○
ス
ト
ー
ブ
を
置
き
し
処
に
日
脚
伸
ぶ

ま
ゆ
玉
や
は
ら
か
ら
今
は
ち
り
ぢ
り
に

凧
上
げ
の
広
場
に
残
る
雪
少
し

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

石
垣
の
壊
れ
し
ま
ま
に
蕗
芽
あ
り

「
お
年
玉
の
一
部
で
す
が
、
社
会
福
祉

の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
四

千
円
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
葛
蓼
き

　
　
戸
籍
の
窓
か
ら

　
骸
暑
き
葛
葛
誓
骸

　
う
ぷ
声
1
お
す
こ
や
か
に

蹴柳奔縄
誠沢祐宏冬清
也子子子樹貴

徳義一修洋賢
次紀秋　一治
郎

二長長長長長
男女女女男男
発

電野中木小伊
所　島　根
通口町落岸友

　
昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

若
月
　
シ
ガ
　
　
田
　
戸
　
　
六
一

富
井
ナ
ツ
　
上
野
　
六
五

須
藤
藤
太
郎
　
　
仁
　
田
　
　
七
〇

橋
一
つ
渡
れ
ば
梅
と
柳
あ
り

梅
咲
く
や
南
の
枝
の
二
二
輪

水
音
の
ま
だ
う
ら
寒
き
二
月
な
る

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

成
木
責
わ
れ
薄
学
の
柿
錠
目

七
草
の
粥
も
母
亡
き
後
と
ぎ
れ

日
の
少
し
伸
び
し
と
思
う
寒
に
入
る

実月

の
砕
石
場
の
上
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

伝
票
に
初
荷
の
印
の
捺
し
て
あ
り

雪晴れ

て
祠
明
る
き
初
詣
で

梅
鉢
を
直
し
人
待
つ
松
の
内

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
与
平
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1月の交通事故発生件数

　　　　　　　累計
件数1（2〉1（2）
傷　者1（2）1（2）
死者0（0）0（0）
酒よい1（0）1（0）
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田
口
　
初
　
　
　
木
落

木
村
熊
治
　
　
室
島

平
野
宇
佐
由
　
　
四
郎
兼

八七七
一五一

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
総
鰭
狸
輯
射
り

（
羅
雛
騨
蟷
2

　
　
　
∴
遜
褐
萎
畢
孔
議
妻
劉

暖
冬
の
囲
い
間
に
見
し
雪
椿

寒
夜
の
鳥
籠
へ
布
被
せ
寝
る

福
寿
草
家
族
の
ご
ど
く
寄
り
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
宏
予

山
茶
花
の
一
ひ
ら
散
り
て
冬
に
入
る

暖
か
き
小
春
日
つ
．
・
く
松
の
内

　
　
　
　
　
　
松
風
園
南
雲
　
文
峯

冬
小
春
な
ご
む
心
地
に
居
た
り
け
り

　
〔
評
〕
芹
子
さ
ん
の
冬
晴
の
句
は
お
お

ら
か
で
良
い
。
日
脚
伸
ぶ
の
句
も
よ
い

写
生
で
あ
る
。
窓
辺
に
し
か
射
さ
な
か

っ
た
日
射
し
が
も
う
ス
ト
ー
ブ
の
位
置

に
ま
で
移
っ
て
き
た
わ
、
と
い
う
発
見

で
季
節
に
感
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。




